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　　 消費者 　　　生産者 　　  環境 に「G
グ ッ ド

ood」な取り組み

G
ギ ャ ッ プ

AP（農業生産工程管理）をご存じですか？
　本市では、豊富な水資源や長い日照時間など、恵まれた生産条件を生かしな
がら、米や梨、いちごやトマトなど、さまざまな農産物が生産されています。
　今回は、市内の農業者が生産の過程で力を注いでいる、消費者・生産者・環
境にとって「Good」な取り組み、「GAP」について紹介します。

問農林生産流通課☎ (632)2466

■GAPとは
　「G

グ ッ ド

ood A
ア グ リ カ ル チ ュ ラ ル

gricultural P
プ ラ ク テ ィ ス

ractice（農業生産工程管理）」の頭文字。
　食品安全・環境保全・労働安全などの観点から、農産物を作る際に
適正な手順や物の管理を行うことで、危険性や問題点を考え、対策を
行い、改善していく取り組みです。
　市場に流通している農産物はもちろん安全ですが、生産者がGAPに
取り組むことで、より良い生産工程の実施につながります。

■GAPの認証制度
　GAPには、農業者の取り組みが正し
く実施されているか、生産者が第三者
の認証や確認を受ける制度があり、右
の表のような種類があります。
　GAPの認証は、農産物の安全・安心
の一つの目安になります。

GAPの種類 特　　徴
G
グ ロ ー バ ル

LOBAL GAP 欧州を中心とした、国際規格のGAP。

A
ア ジ ア

SIA GAP アジア圏の国際規格のGAP。
JGAP 日本の標準的なGAP。
とちぎGAP 県独自のGAP。

＼とちぎGAPの確認を受けている生産者の声／

　ＧＡＰの取り組みは、今まで当たり前に取り組んでいたこと
でしたが、第三者確認を受けたことで、「自分たちの取り組み
は間違いじゃなかったんだ」と、自信につながりました。
　JAうつのみや梨専門部では、理解の輪が広がり、今では
全体でＧＡＰに取り組んでいます。市場からは「宇都宮の梨は
レベルが高い」という声もいただき、日々のＧＡＰの取り組み
が、安全・安心で、品質の高い梨を生産することにつながって
いると実感しています。
　今の時期から11月頃まで楽しめる梨もあるので、旬の時
期にぜひお召し上がりください！

JAうつのみや梨専門部
ＧＡＰ研究会

会長　島田 典
の り

男
お

さん

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み

食 品 安 全
環 境 保 全
労 働 安 全
人 権 保 護
農場経営管理

農薬・肥料の適正使用など

廃棄物の適正処理など

危険箇所・作業の一覧作成など

労働者への労働条件の提示など

作業内容の記録・保管など

評価・
　 改善

点検

計画

実践・
　 記録

安全・安心な農産物の生産のため
常にチェックしています
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